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４
月
18
日
、
大
隅
４
市
５
町
で

構
成
す
る
「
大
隅
半
島
４
市
５
町

復
興
支
援
チ
ー
ム
」
が
発
足
し
、

21
日
に
市
役
所
で
共
同
会
見
及
び

支
援
物
資
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
４
市
５
町
の
首
長
に
よ
る
共

同
会
見
で
、
今
後
の
物
資
支
援
、

職
員
派
遣
の
内
容
等
に
つ
い
て
報

道
陣
に
説
明
。
会
見
後
は
早
速
現

地
情
報
収
集
員
と
し
て
４
人
が
出

発
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
４
市
５
町
が
協
力
し
て

復
興
支
援
に
当
た
り
ま
す
。

熊
本
地
震
被
災
地
へ
職
員
派
遣
を
開
始

　

４
月
12
日
、
市
役
所
で
「
災
害

時
の
応
急
対
策
の
協
力
に
関
す
る

協
定
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
市
と
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
、
県
公
共
嘱
託
登
記
土
地

家
屋
調
査
士
協
会
の
３
者
が
、
災

害
時
に
相
互
に
協
力
し
て
対
応
に

当
た
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
。
災

害
発
生
で
建
物
の
倒
壊
や
土
地
境

界
標
が
失
わ
れ
る
な
ど
し
た
場
合

に
、
登
記
や
境
界
に
関
す
る
相
談

所
の
開
設
、
境
界
の
情
報
の
収
集

や
復
元
な
ど
を
行
い
ま
す
。

災
害
時
の
応
急
対
策
協
定
を
締
結

　

４
月
14
日
〜
16
日
、
関
西
地
区

に
１
４
０
店
舗
を
展
開
す
る
ス
ー

パ
ー
「
平
和
堂
」
で
、「
か
の
や
豚

ば
ら
丼
」
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
昨
年
開
催
さ
れ
た「
全

国
丼
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
金
賞
を
受

賞
し
た「
か
の
や
豚
ば
ら
丼
」
を
、

全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
県
外
で
販

売
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
。

販
売
は
順
調
で
、
用
意
し
た
３
，

０
０
０
食
は
、
ほ
ぼ
完
売
と
な
り

ま
し
た
。

「
か
の
や
豚
ば
ら
丼
」
を
関
西
で
販
売

　

４
月
５
日
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

「
鹿
屋
体
育
大
学
新
入
生
歓
迎
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
づ
く
り
交
流
事

業
実
行
委
員
会
が
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
20
回
目
の
恒

例
行
事
。

　

当
日
は
、
か
の
や
カ
ン
パ
チ
や

鹿
児
島
黒
牛
、
黒
豚
な
ど
地
元
の

食
材
を
使
っ
た
料
理
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
し
た
新
入
生
１
９
７
人

は
、
鹿
屋
の
味
を
堪
能
し
、
今
後

の
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

鹿
屋
体
育
大
学
で
の
飛
躍
を
誓
う

　

４
月
６
日
、
鹿
屋
商
工
会
議
所

で「
中
小
企
業
合
同
入
社
式
」
が

行
わ
れ
、
市
内
20
事
業
所
に
新
た

に
入
社
し
た
64
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

新
入
社
員
を
代
表
し
て
、
株
式

会
社
ミ
ズ
ホ
商
会
の
牛
う
し
わ
た
り
あ
き
ら

渡
晃
さ
ん

が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
す
喜
び
を
表
明
し
、

「
い
か
な
る
困
難
に
も
打
ち
勝
ち
、

持
て
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

新
社
会
人
と
し
て
の
決
意
新
た
に

　

４
月
21
日
、
鳴
之
尾
牧
場
で
春

の
入
牧
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
お
お
む
ね
６
か
月
〜

12
か
月
の
乳
用
子
牛
を
酪
農
家
か

ら
預
か
り
放
牧
す
る
も
の
で
、
今

年
は
46
頭
が
入
牧
。
雨
が
降
り
、

厚
い
霧
が
立
ち
込
め
る
中
で
し

た
が
、
子
牛
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ

い
に
草
地
を
駆
け
回
っ
て
い
ま
し

た
。
放
牧
期
間
は
１
年
〜
１
年
半

ほ
ど
で
、
そ
の
間
受
精
を
行
い
、

分
娩
の
２
か
月
〜
３
か
月
前
に
酪

農
家
の
も
と
に
帰
り
ま
す
。

元
気
な
子
牛
が
鳴
之
尾
牧
場
に
入
牧

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

　

４
月
１
日
、「
鹿
屋
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
開
所
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
等
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心

し
て
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
支
援
す
る
総
合
相
談
機
関
。

　

複
雑
か
つ
増
大
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
市
内
に
４
か
所

あ
っ
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

統
合
し
、
吾
平
町
鉄
道
資
料
館
跡
地

に
開
所
し
ま
し
た
。
運
営
は
鹿
屋
市

医
師
会
が
担
い
、
関
係
機
関
が
一
丸

と
な
っ
て
業
務
を
行
い
ま
す
。

恒
久
平
和
を
祈
念
し
不
戦
の
誓
い

　

３
月
30
日
、
大
隅
肝
属
地
区
消

防
組
合
で「
は
し
ご
付
き
消
防
自

動
車
」
の
更
新
に
伴
う
お
披
露
目

式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
新
し
い「
は
し
ご
付
き
消

防
自
動
車
」
は
、
こ
れ
ま
で
使
用

し
て
い
た
車
両
に
比
べ
、
は
し
ご

の
高
さ
が
５
メ
ー
ト
ル
以
上
延

長
。
ま
た
、
は
し
ご
の
先
端
が
屈

折
す
る
装
置
な
ど
最
新
鋭
の
装
備

が
備
わ
っ
て
お
り
、
困
難
だ
っ
た

高
層
建
築
物
に
お
け
る
救
助
な
ど

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

は
し
ご
付
き
消
防
車
を
新
し
く
配
備

　

４
月
４
日
、
鹿
屋
警
察
署
武
道

館
で
「
春
の
交
通
安
全
・
地
域
安
全

運
動
出
発
式
」
が
行
わ
れ
、
警
察

や
交
通
安
全
協
会
、
防
犯
協
会
等

約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
に
よ
り
屋
内
に

変
更
し
て
開
催
さ
れ
た
出
発
式
で

は
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
関
係
機
関
の
重
点
取
り

組
み
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
敬
心

保
育
園
の
園
児
11
人
が
、
地
域
の

安
全
安
心
を
祈
願
し
て
空
手
演
武

を
披
露
し
ま
し
た
。

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

４
月
２
日
、
小
塚
公
園
慰
霊
塔
前

広
場
で
、「
旧
鹿
屋
航
空
基
地
特
別
攻

撃
隊
戦
没
者
追
悼
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
来
賓
に
よ
る
式
辞
の

後
、
参
列
者
に
よ
る
献
花
に
続
い
て

遺
書
と
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
朗

読
。
旧
海
軍
鹿
屋
航
空
基
地
か
ら
出

撃
し
た
隊
員
９
０
８
人
の
御み
た
ま霊

を
慰

め
る
た
め
に
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
参

列
者
は
、
特
攻
隊
員
へ
の
思
い
を
は

せ
な
が
ら
、
不
戦
と
恒
久
平
和
の
誓

い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

産　業地　域

式　典
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